
 

 

 

 

科学的知見に基づく地層処分における地質環境の 

長期安定性について専門家からの御意見 

（平成２６年３月２５日～平成２６年４月２４日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※一部の個人情報を除き原文を掲載しております。 

※一部の個人情報については意見者の了承の下掲載しております。 
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１． 氏名 ： 川本 竜彦 

 

２． 所属 ： 京都大学理学研究科地球熱学研究施設、助教 

 

３． 専門 ： 実験マグマ学、マントル流体学 

 

４． 所属学会 ： 日本火山学会、日本地球化学会、日本鉱物科学会、日本高圧力学会、 
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５． 連絡先 

 ・住所 ： 

 ・電話番号 ： 

 ・ＦＡＸをお使いであれば、ＦＡＸ番号 ： 

 ・電子メールをお使いであれば、そのアドレス ： 

 

６． 意見 

 

高温度高圧力条件における超臨界状態の水に溶解する元素の濃度を室内実験で理解する研

究をおこなっています。特に、元素の溶解度に与える塩濃度の影響について研究をおこなってい

ます。急冷回収実験という手法で従来から提案されて来たこと(文献 1)を、放射光 X 線を用いてそ

の場観察で確認する実験を行ない再確認をしています。 

これらの実験結果では、たとえば、鉛は純水にはほとんど溶解しませんが、塩水には溶解する

ことを確認しています。実験結果は従来の実験結果の一つとほぼ同じですが、その場観察法で確

認できたことは重要です。私たちは、ウランやトリウムでも同様の実験を試みようとしましたが、使

用した放射光のエネルギーが低かったりして、実験はいまだに成功していません。 

関東から四国に至る範囲で、南海トラフから沈み込む四国海盆は比較的形成年代が新しく温

かい海洋プレートです。そのため、浅い場所で脱水分解反応が起こり、プレートから海水かそれよ

りも高い塩濃度の水が上昇しています。これらは、南海トラフと火山フロントの間で、マントルの性

質を持つガスを特徴の一つとする有馬型熱水の源と考えています(文献 2)。有馬型熱水は長野県

の鹿塩温泉から、近畿地方を経て、特徴は弱くなりますが、道後温泉まで分布すると考えられて

います(文献 3)。 

一方、関東以北の東北日本、北海道、豊後水道よりも南では、海溝と火山フロントの間に、有

馬型熱水のように、海洋プレートを源と考えるような塩濃度の高い温泉はありません。 

ここで述べましたように、塩濃度が水流体への元素の溶解度を高めることがわかりつつありま

す(文献 4)。有馬型熱水は文献 2 で記載したマントル捕獲岩中の流体包有物と似ていて炭酸ガス

と塩水の混合流体で、構造線などの断層を使って地表付近まで上がって来ています。 



そこで、そのような熱水が将来上昇する可能性のある地域(関東から四国)での地層処分は避

ける必要があると考えます。 
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６．意見 

 

「高レベル放射性廃棄物の処分」に対する日本学術会議の回答（日本学術会議，2012）に対する

言及が不十分である．この回答に対して，どういう立場をとるのかを明確にすべきだろう．また，あ

る特定の立場を取るのなら，その理由を明確する必要がある．以上を行わない限り，この「地質環

境の長期安定性に関する確認事項」なるものが，今後行われるであろう「高レベル放射性廃棄物

の処分」に向けてどういう位置づけになるのか不明である． 
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